
 

 

 

朝日新聞社は２０１８年５月から、全社を挙げてプリント枚数の２割削減に取り組んでいます。 

ユーザーの意識改革なしには達成できないため、パソコン管理者幹事会や全社員メールで

プリント枚数削減を繰り返し呼びかけています。会議でのパソコン持参による資料参照など、ペ

ーパーレスの工夫も伝えました。ただ、複合機と比較してプリンターはカウンター値の取得が困

難で、プリント枚数は全社の用紙の購入枚数から推測せざるを得ない状況です。全社の用紙購

入枚数はほぼ横ばいで推移しており、２割削減の呼びかけ効果はまだ目に見える状況には至っ

ていません。 

この取り組みを着実に進めていくうえでも、複合機のカウンター値による部署ごとのプリント枚

数の把握が欠かせません。このため、プリンターの台数削減と複合機への集約を進めています。

また、プレゼン用モニターを設置した会議室も増やしていく予定です。（経営企画室） 

【東京】 

東京本社で購入したコピー用紙枚数は、２００９年度から５年連続で増加していましたが、１５

年度から減少に転じ、１８年度も３，４２１万枚で前年度から１６６万枚（約４．６％）減りました。Ａ４、

Ｂ４、Ｂ５、Ａ５判用紙は約４．６％減、Ａ２、Ａ３判と大きなサイズの用紙も約４．７％減でした。 
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【万枚】

 
 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

総枚数（万枚） 3793  3812  3974  4684  3936  3800  3881  4044  

Ａ４、Ｂ４、Ｂ５、Ａ５ 3359  3950  3311  3162  3215  3316  

Ａ２、Ａ３     615  734  625  638  666  728  

年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

総枚数（万枚） 4100  4157  4881 3980 3634 3587 3421 

Ａ４、Ｂ４、Ｂ５、Ａ５ 3345  3328  3874 3074 2813 2807 2678 

Ａ２、Ａ３ 755  829  1007 906 821 780 743 

                         ※04、05 年度は総枚数のみ   

コピー、プリント用紙 



【大阪】 

大阪本社全体(総支局を含み、工場を含まず)の２０１８年度のコピー用紙購入量は１，３３９万

枚で、１７年度と比べて５５万６千枚減少しました。サイズ別の内訳は、下表の通りです。 
各部門とも、前年度に続き、コピー用紙の削減に努めました。紙での資料配布をできるだけ抑

える、両面印刷や両面コピーを心がける、複数ページを集約する｢２アップ印刷｣や「小冊子印刷」

を活用する、使用済みコピー用紙の裏面をコピー用紙やメモ用紙として再利用する、文書は電

子データで保管する、メールや共有フォルダー・掲示板を用いて情報共有する、といった取り組

みを展開しています。会議ではパソコンやスマートフォンの持ち込みを原則として、紙の資料を

全く配布しないペーパーレス方式が徐々に浸透してきました。 
また、資源とコストを削減するため、カラー原稿を印刷する場合でもモノクロで印刷することを

全社的に推奨しています。 
生活文化部では担当する紙面の「終了刷り」コピーを配布する業務を見直し、スキャンデータ

をメールする運用に変更しました。ほかにも、記事モニターの設定を見直し、出力するものを絞り

込むなどして、年間で計８万枚以上を削減しました。販売管理部では「販売店区域台帳」の印

刷・保管をやめ、電子データを直接閲覧する運用に変更するなどして、年間で２万枚以上を削

減しました。 
 

■コピー用紙の購入量実績（2013～18年度） 

※ 端数処理のため、合計値が合わない場合があります。 

 

(財務本部提供、単位：千枚)

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度
前年度比

18年－17年

Ａ３ 3,438 3,673 3,412 3,229 3,029 2,909 ▲ 120

Ａ４ 12,339 12,702 11,331 11,155 10,804 10,353 ▲ 451

Ｂ４ 173 173 100 83 108 120 13

Ｂ５ 38 58 33 23 5 8 3

合計 15,994 16,606 14,876 14,489 13,946 13,390 ▲ 556



【西部】 
西部本社の２０１８年度コピー用紙購入量は福岡本部、西部本社 (リバーウォーク北九州)、

総・支局を合わせて約４２８万枚で前年度より３３万枚減 （７．２％減）となりました。内訳は、Ａ３用

紙が約９９万枚（前年度比９．２％減）、Ａ４用紙が約３１５万枚（同６．８％減）、その他は前年度と

同じ１４万枚でした。 

福岡本部再レイアウトに伴い導入された複合機により、出力文書の選択が可能になり、不要な

文書を印刷前に削除したり、集約印刷の励行や受信ＦＡＸのメール転送などで、これまで以上に

各部門とも用紙削減に努めています。 

（単位：万枚） 

  2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 前年度比 

Ａ３ 143 139 125 110 109 99 90.8 ％ 

Ａ４ 445 449 364 346 338 315 93.2 ％ 

Ｂ４､Ｂ５など 28 29 18 17 14 14 100.0 ％ 

合計 616 617 507 473 461 428 92.8 ％ 

 

【名古屋】 
名古屋本社の２０１８年度の購入量は本社、総支局合わせて、前年度比３．５％減（９万６千枚

減）の２６４万４千枚となりました。メールや共有フォルダーを用いた書類の電子化、ＦＡＸの送受

信で原稿を印刷する必要がない PC-FAX の利用など、用紙を削減しています。用紙全体の約６

５％を消費している編集局での削減が大きく、全体数の減少につながっています。 
                                            （単位：千枚） 

 

 
【北海道】 

北海道支社の２０１８年度のＡＴＯＭシステムでのコピー用紙購入量は概算で８６５，７５０枚

（報道センターのＡ２コピー用紙は除く）、１７年度に比べて１７０，７５０枚（１６．５％）減となりまし

た。支局はＡＴＯＭでの発注を開始した支局が１カ所、終了した支局が２カ所で差し引き１カ所

集計対象支局が減りましたが、合計で４７，０００枚（４５．０％）減、前年との比較が可能な５支局

に限っても３０，０００枚（３７．５％）の減となりました。支社（札幌）分の使用量は８０８，２５０枚で、

１７年度に比べて１２３，７５０枚（１３．３％）の削減となりました。１８年５月の支社移転後、コピー用

紙の調達を管理部に一本化したため、部門別での比較、分析は困難ですが、削減理由として①

メディアビジネスチーム（前年度使用量３２，０００枚）が東京本社に移管され常駐社員がいなくな

ったこと、②移転を機に印刷、コピーを複合機４台に集約し、認証プリントとしたことで、無駄な出

力が減ったこと、などが考えられます。 

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 前年度比

Ａ３ 988 839 693 630 618 98.0%

Ａ４ 2,882 2,463 2,359 2,052 1,993 97.1%

Ｂ４，Ｂ５ 104 83 87 58 33 56.8%

合計 3,974 3,385 3,139 2,740 2,644 96.5%




